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本論文は,電気ケーブル(以下,ケーブノレ)の火災危険性評価において,大捌、力田な現行手
法で得られる評価結果を簡便な試験結果から予測する新しい評価手法の提案に関するものであ
る.本論文は全6章から構成されてぃる

第1章では,ケーブルの火災危険性評価における現状を整理し,ケーブル燃焼i剣強の再現性
の乏しさや試験コストの高さなど,工学的に解決すべき課題を確認すると共に,その課題を解
決し得る方法論の提案の重要陛を指摘している.第2章では,世界各国で用いられてぃる各種
ケーブル燃焼試験に対するレビューを行い,ケーブル特有の火災危険性評イ'耐去以外のべンチマ
ーク試験を活用する新規評価法の意義を述べている.第3章では,国内外で用いられてぃるケ
ーブルの防火性能基準を佑瞰し,垂直トレイ試験での燃焼伝播特性が火災危険性評価として最
も重要であることを指摘している.燃焼伝播特性の代表値である燃焼長を予測し得る既存のべ
ンチマーク試験として,世界的に普及しており繰り返し精度の商い二ーンカロリメータ試験の
可能性にっいて指摘している.第4章では,12種類の異なるケーブルを用いた垂直トレイ試
験(1寵E1202)を実施している.ケーブル燃焼機構をモデル化することで,コーンカロリメー
タ試験結果から垂直トレイ試験で得られる燃焼長を予測する簡易推定式を提案ならびに検証し
ている.第5章では,発熱吽予性をピーク分蹴する手法を導入することで試験時の発熱状態を可
視化し,前記簡易推定式の予測精度向上に必、要となる条件を指摘した.第6章では全体の総括
をしている

論文内容 の 要
を七'

電気ケーブル(以下,ケーブノレ)は社会インフラの構成要素のーつであり,あらゆる場所に
布設されている.ケーブルを桔所戈する絶縁材料には可燃物である高分子が用いられておりそ
の火災危険性の評価は,社会インフラの分断を防止するために極めて重要である.ところが,
ケーブルは複数の素材の組み合わせからなる複合体であり,その燃焼機構は薯しく複雑であ
る.そのため,ケーブルの火災危険性の評価は,琵耶1202(垂直トレイ試験)などの規格試験
のみに頼っている.その規格試験は極めて大掛かりなものであるだけでなく,試験が可能な認
証機関は限られ,試験コストは高くなり試験機会も限られる.その上,ケーブルの熱損傷川合
いは評価者に依存する等の暖眛さを含むため,課題は山積してぃる.もし実スケールのケーブ
ル規格試験結果を,より簡便なべンチマーク試験で予測することが可能となれば,前記の災課
題を解決しながら難燃性ケーブルの開発加速に寄与し得る.この試みは従前からなされてぃる
ものの,ケーブル火災危険性の評価に用いる定量値 q列えばIEE1202でのケーブル燃焼長)を
予測できる術は存在しない

本論文は,実スケール規格試験で得られるケーブル燃焼長を,簡便なべンチマーク試験のー
つであるコーンカロリメータ試験の結果から予測する手法を提案し,その適用に必要な試験条
件にっいて言及したものである.燃焼長の予測にあたっては,垂直トレイ試験でのケーブノレ燃
焼状態をモテル化し,模型実験理論の概念を活用することで適凡M施囲の広い簡易推定式を導く
ことに成功した、ー'方,その子,則には複合体であるケーブルの発梨吽寺性をⅡ郭寉に知ることが鍵
となる.この問題に刈'して,クロマトグラムによる化学成分分析で用いられるビーク分際f法を
ケーブルの発熱川寺問履歴に剣'して適用することで,予測精度を向上させ得ることを示した.こ
の概念を拔汚長することで,ケーブルを構成する各素材の発熱特性の組み合わせによりケーブル
燃焼長を予測できる可能性を示唆してぃる

これからの一連の成果により,ケーブルの火災危険性を,大掛力由な実スケール規格試験
qE寵1202等)を実施tることなくケーブル構成素材の物性値から予測1可能とするという,エ
学的価値の高い知見を提供しており,火災物理科学への貢献も高い.また,複合体の燃焼特卜生
予測にも適用できる方法論を提供したことは,これから益々多様化する燃料に対する燃焼モデ
ルの高度化を促し,燃焼工学の発展に寄ぢ'し得る.以上により,本論文は博士(工学)の学位
論文に相当するものと判定した

査結果の要 旨


